
渡邊研究室 

 

  

 

研究室の方針 

研究内容 

 

公開ホームページアドレス 

http://www.wata-lab.meijo-u.ac.jp/ 



研究対象となるのは主に下図の部分です。ただし、これに限ら

ず範囲を広げています。 
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研究対象 



ユビキタス社会を実現するための技術を研究しています 

インターネット 

自動車 

胃カプセル 

電子マネー 



ユビキタス社会とは以下のような社会です 

あらゆる人・物がネットワークに繋がる 

いつでも誰でもどこからでも，リアルタイムに
情報を入手できる 

自らの知識を世界中に発信できる 



研究室の方針は以下のとおりです 

研究を重視する 
研究で本当の実力を身につけよう 

課題を発見できる人材になろう 

実用的な研究を行う 
ユーザのニーズを把握しよう 

実際に作ってみよう 

積極的にチャレンジする 
大学だからこそできる研究をやろう 

プレゼンテーション能力をつける 
学会発表をしよう 



具体的研究テーマ 

 
(1)NTMobile（Network Traversal with Mobility） 
   これぞネットワーク 

(2)TLIFES（Total Life Support system） 
   世の中に役立つスマートフォンの技術 

(3)無線アドホックネットワーク 

   ユニークな無線通信技術 

(4)その他（含：ネットワークセキュリティ） 
   インターネットの安全を守る 



IPv4 
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IPv4 
Global 

(1)NTMobile 

すべての端末がNTMワールド上で相互接続できる 

NTMノードは通信中にネットワークを自由に切り替えられる 

IPv6 only 

NTMobileの技術 

NTMワールド 

実ワールド 
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IPv4/IPv6 
Dual stack 

 

（移動可能） 



NTMobileのシステム構成 

DC (Direction Coodinator)；IPアドレス管理 

RS (Relay Server)；パケット中継（必要な場合のみ） 

IPv4プライベート
アドレス空間 

   IPv6空間 
 
 

一般ノード 

インターネット 
（IPv4グローバルアドレス空間） 

移動 

NAT 

NTMノード 

NTMノード 

NTMノード 

DC RS DC RS 
NTMobileとして準備する装置群 

企業、家庭 

携帯電話網 
（NTTドコモ） 

携帯電話網 
（KDDI au） 

NTMノード 
NTMノード 



上位ソフトウエア 上位ソフトウエア 

IP層   IP層   

VIP-1 VIP-2 

RIP-1 RIP-2 

VIP-1⇔VIP-2 RIP-1⇔RIP-2 

NTMobileの通信方式 

仮想アドレスによるセッション 

実アドレスによるカプセル化 

IPデータ IP
ヘッダ 

IPデータ IP
ヘッダ 

 
IPデータ 

 
 

IP
ヘッダ 

実ネットワークの変化により変化するのは実アドレス
の部分のみ 

仮想アドレスは一意に定まる 



(2)TLIFESのシステム構成 

高齢者 

＜病院・介護施設＞ 

保護者・家族・友人・ご近所さん 

障がい者 

＜職場＞ ＜外出先＞ ＜自宅＞ 

医療従事者 

若い女性 

＜外出先＞ ＜自宅＞ 

＜自治体他＞ 

警備・安全管理者 

GPS衛星 

自動車 

蓄積 

照合 

過去の履歴 サーバ 

社会的還元 

子ども 要介護者 

見守られる側 

見守る側 

健康情報 健康機器 

運転情報 

位置情報 

ＧＰＳ 
加速度センサ 
ジャイロセンサ 
地磁気センサ 

大画面 
ＧＵＩ 

行動情報 

『スマートフォン』 

共有 

解析 

安全・安心への活用 

『モバイルネットワーク』 

閲覧 

検出 

警報 

収集 

安心な街づくり 
事故軽減 



ジャイロセンサ 

スマート 
フォン 

加速度センサ 

磁気センサ 

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ 

位置情報の取得 

運転情報の取得 
車体のぶれ、ブレーキ/アクセル 
の操作、衝突 

健康機器からの情報収集 
血圧、体重 

動作の把握 
静止中、停滞中、
歩行中、乗車中、
転倒 

技術のポイント①  
スマートフォンによるセンシング 

GPS 

車載SP 

最新技術を活用して
センシング 

歩数のカウント 

外部の情報 

Wi-Fi 



技術のポイント②  
サーバにおけるデータベース構築と異常検出 

利用者ごとの 
データベース 

異常の検出内容 
・日常の行動範囲を逸脱 

・過去のデータから個人差に応じた
異常を検出 

他機関への
データ提供 

・高齢者の活動範囲 
・住民の活動内容 

サーバ 

各種センサ情報 

リアルタイム閲覧 

アラームメール 

件名：アラームのお知らせ

いつもと違う行動範囲です。 
 
http://www. ◆◆◆◆. △△. ○○ 

常時アラームチェック 
（過去の履歴から） 



TLIFESの活用 
③ＳＮＳ（仲間とのつながり） 

例） 

モチベーション・ 
生きがいの創生 
不安感の解消 

②見守り（弱者の見守り、相互見守り） 

遠くに住む兄弟 

妻と夫 

例） 

保護者 

家族 

子ども 

高齢者 

④有事の相互扶助（避難時のＳＰ活用） 

例） 

避難情報 

安否情報 

災害情報 

交通情報 救助情報 

①個人のライフログ（自分の管理） 

アクティブシニア 

例） 

歩数 

経路履歴 

アルバム 
運転挙動 

血圧 

体重 

通院履歴 

脳トレ成績 

妊婦 

ビジネスマン 



(3)無線アドホックネットワーク 

外部ネットワーク 

どちらのGWを選択するか 

どのような経路を通すか 

衝突を劇的に減らには
どうしたらよいか 



 
 
 
 

アドホックネットワークによる衝突の例（隠れ端末が存在するとき） 
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SBTによる衝突回避 

SBT3倍強度 

SBT2倍強度 

A 

B 

C 

D 

E 

送信 

受信 

RTS 

CTS 

data 

ACK 



背景トラフィックとTCPスループットの関係 
（スロットタイムを調整した場合） 

SBTあり Δt＝0.09μ 
SBTなし Δt＝0.09μ 
SBTあり Δt＝0.9μ 
SBTなし Δt＝0.9μ 
SBTあり Δt＝9μ 
SBTなし Δt＝9μ 

UDP30対 

1.2Mbps 

200Kbps 
背景負荷 

負荷なし 





ウィルスの感染活動 
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侵入活動 
システムに駐在するため， 

システムフォルダ内に自身の 
コピーを作成． 

それを，OS起動時に自動実行す
るように登録． 
 

拡散活動 
侵入後，他のPCに感染するため， 

USBや共有フォルダ，メール 
に自身のコピーを作成． 

 

自動実行 
レジストリ 

システムフォルダ 
(潜伏先フォルダ) 

コピー 

登録 
ワーム付き 
メール 

侵入活動 

ワーム 
実行 

ワーム 

システムフォルダ 

ワーム 

共有フォルダ 

リムーバルディスク 

ワーム付きメール 

ワーム 

ワーム 

ワーム 

コ
ピ
ー 

拡散活動 



TLIFES 

NTMobile 

無線メッシュネットワーク 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

レイヤ3，4 

TCP/IP 

レイヤ2 

LAN 

レイヤ5～7 
アプリケーション 

旭、鈴木 
③(3) 

鈴木、 
三重大学 
⑯(6) 

中野、山田（宗）、
山本、小中、旭、 
鈴木、川澄、柳田 

⑱(4) 

鈴木 
②(2) 

共同研究の関係と担当学生数 

○内は全体の人数 

( )内は渡邊研の人数 



第１回輪講（書籍を読んで発表）   

卒業研究（課題の発見と解決） 

4月     7月       10月   1月   3月 

情報処理学会
全国大会発表 

４年生の日程 

東海支部連合
大会発表 

第２回輪講（英文を読んで発表） 

研究テーマは3月中に確定 



進学する学生の活動 

Ｂ3 Ｂ4 Ｍ１ Ｍ2 

授業 

研究 

立上げ期間 

卒業研究 

座学 座学 少人数発表形式 

修士の研究 

就職活動 



研究室の活動 
 

輪講：4月と5月に実施 

 

対外発表 

 投稿原稿執筆、スライド作成 

 4年： 東海支部連合大会（9月）、情報処理学会全国大会（3月） 
 修士： 各種研究会、または国際会議、年2回以上 

 

中間報告会 

 説明資料の作成 

 4年： 週2回開催（発表は週1回） ←関連する修士出席 

 修士：週2回開催（発表は隔週）、鈴木研、旭研と合同 

 

その他 

 オープンラボ、オープンキャンパスは学生主導で開催 

 各種親睦会 



研究活動によりどのような実力がつくのか  

調査 

課題の発見 

実現 

方式の提案 評価 

発表 

卒業研究 

学部の授業 

（座学） 

大学院の研究 

研究の流れ 

自分で考える力 
コミュニケーション能力 



学生に望むこと 

課題を自分で見つけられる人材になろう 

自分を表現できる人材になろう 

大学院でさらにステップアップしよう 

 



その他 

・研究を通して自分の能力に気づくことができる 

・無限の時間があるのは学生のときだけ 

・自分のやりたいことを自分で計画する 

・プライドの生成 


